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皆さんがコロナ禍を克服し、留学を実現するために 

国際教育センター長 森山新 

 お茶の水女子大学で学ぶ学生の皆さん、国際教育センターでは、学生の皆さ

んのグローバルな資質を育むことを目指し、皆さんを海外に派遣するための業

務を行なっています。本冊子はその業務内容の全体を示すものです。 

 ここ 2年間ほど、世界は COVID-19に見舞われ、海外への留学が大きな打撃

を受けてきました。皆さんの中にも、在学中に留学を計画していながら、それ

を果たせず、残念に思っている方が少なくないと思います。しかし、コロナが

完全に収束してはいないものの、派遣は少しずつ再開し、2021年度はコロナ前

に迫る勢いを取り戻しつつあります。 

 例えば、交換留学（長期）は 2020年度に 8名にまで落ち込みましたが、

2021年度は 18名となり、コロナ前の 23名に迫ろうとしています。また短期研

修は、政府の渡航制限などで直接の派遣はできませんでしたが、それでもオン

ラインで 9大学に 57名の学生が参加、今年度は実渡航の短期研修の募集も再

開しました。 

しかし多くの方は未だ、留学に不安を抱えたままでいるかもしれません。そ

こでオンラインや対面での留学説明会を開催、本学が皆さんに安心して留学生

活を送ってもらえるような指導体制を整えています。コロナ禍で留学した学生

の話なども聞けて、非常に参考になると思います。 

毎年 10月は留学を考える学生にとっては非常に重要な月で、留学相談会や

個別の面談が開催されるとともに、交換留学の申し込みが行われています。今

回の申し込みでは 26名の申し込みがありました。 

また、コロナ禍に始まった、海外協定校と行われるさまざまなオンライン交

流イベントも継続しています。特に 2021年度は、本学が世界女子大学による

オンライン国際交流会の主催校になり、8か国から 50名近い参加者を集め、女

子大学の意義など、活発な討論が行なわれました。 

このほかにも「留学ガイド」を発刊し、本学の協定校の詳細や新規協定校の

情報などを掲載しています。 

留学に関する個別相談は常時行なっています。コロナ禍でどのような留学が

可能なのかについても、可能な形を皆さんに紹介しています。 

また皆さんの留学の選択肢を広げるため、世界の留学業務担当者が一堂に会

する NAFSAなどに参加し、協定校の新規開拓や海外の高等教育機関との意見交
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換を行なっています。その結果、新規協定校は 5校増え、2022年 4月現在本学

協定校は 89大学になっています。 

このようにコロナ禍にあっても皆さんが海外に羽ばたく道は再び大きく開か

れつつあります。今、何ができるのかを知るためにも、本冊子を参考にしてい

ただければ幸いです。私たち国際教育センターのメンバーも皆さんの海外への

夢を現実とすることができるよう全力を尽くしています。またこのような日々

の業務もあって、お茶の水女子大学は海外派遣者数が非常に多く、THE世界大

学ランキング日本版においても、近年、国立大学では東京外国語大学に次いで

高い比率となり、海外留学に積極的な大学として高い評価を受けています。 

私も大学生の頃、欧米、中東、アフリカ、東南・東アジアなど、世界各地を

訪問し、各国の学生たちと交流しながら、さまざまな学びを得ました。また海

外の大学院で学び、日本語教育に従事し、そうした海外経験は帰国後の私の本

学での教育、研究に生かされています。教室で学ぶことも重要ですが、我々が

グローバル時代に活躍する者となるには、海外で学び経験を積むことが何より

も重要であると思っています。 

皆さんの中の一人でも多くの学生がオンラインを含めた海外留学を果たし、

課題多きこのグローバル社会で活躍する人材として成長していただければ何よ

りです。皆さんの活躍を心からお祈りしています。 



1.交換留学
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1.1 お茶の水女子大学での交換留学 

本学では、大学間交流協定を締結している海外の大学等に本学の代表として学生

を派遣することにより、国際交流の推進を図るとともに、国際的な視野を持ち、将来、

国内外で活躍する人材の育成を目的としています。そのため本学で選考を行い、代

表となる学生を選出し海外協定校へ派遣しています。選考基準は以下の通りです。 

1. 成績優秀であること。

2. 派遣先大学にて講義、演習及び研究指導を受けるのに必要な語学力を有している

こと。 

3. 留学の目的が明確であること。

4. 留学の計画が適切であること。

5. 国際交流活動への意欲や経験があること。

6. 本学の代表としての適性・資質が備わっていること。

交換留学制度を用いて海外留学をした学生は、派遣先大学で修得した単位は、本

学学務課に申請することにより、本学の規定に基づいて認定を受けることができます。

また、さまざまな給付型の奨学金を国際課で紹介をしており、交換留学をする学生の

皆さんのサポートをしております。 

学内申請のスケジュールは以下の通りです。 

10 月下旬 第一次選考（書類選考） 

11 月上〜下旬 第二次選考（面接選考） 

12 月中旬〜翌年 1 月上旬 派遣先大学への推薦候補者としての決定通知 

翌年 1 月上旬〜翌年 3 月下旬 派遣先大学への推薦 / 学生による申請 

＊推薦時期は大学により異なります。 

翌年５月上旬から 派遣先大学からの受入許可＝派遣留学の決定 

翌年 7 月上旬から 留学の開始 

＊留学開始時期は大学により異なります 

※希望の派遣先大学からの受入れの許可により、最終的な派遣が決定します。ただ

し、派遣開始までの間に学業成績が著しく低下した場合、素行が不良な場合には、採

用を取り消す場合があります。 
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1.2 2019 年度～2021 年度交換留学実績 

国・地域名 大学名 2019 2020 2021 

韓国 梨花女子大学校 1 1 0 

タイ タマサート大学 1 0 2 

タイ チェンマイ大学 0 0 1 

タイ アジア工科大学院大学 0 0 1 

台湾 国立台湾大学 2 1 1 

中国 北京外国語大学 1 2 0 

トルコ アンカラ大学 0 1 0 

アメリカ オルブライト大学 1 0 0 

アメリカ セントメアリーズ大学 1 0 0 

アメリカ ミルズカレッジ 1 0 1 

アメリカ ヴァッサー大学 0 0 2 

アメリカ ノースイースタンイリノイ大学 0 0 1 

オーストラリア ニューサウスウェルズ大学 1 0 0 

イギリス プリマス大学 1 0 0 

イギリス マンチェスター大学 1 0 1 

イギリス ロンドン大学 SOAS 0 0 2 

イタリア コッレージョ・ヌォーヴォ 1 0 0 

イタリア ‘サピエンツァ’ローマ大学 0 1 0 

オーストリア ウィーン工科大学 1 0 1 

スペイン バリャドリッド大学 1 0 0 

スロベニア リュブリャナ大学 1 0 0 

ドイツ ケルン大学 2 0 0 

ノルウェー ノルウェー科学技術大学 1 0 0 

フィンランド セントリア先端科学大学 0 1 1 

フィンランド タンペレ大学 3 1 1 

スウェーデン ダーラナ大学 0 0 1 

フランス パリ・ディドロ（パリ第７）大学 1 0 1 

ポーランド ワルシャワ大学 1 0 0 

デンマーク コペンハーゲン大学 0 0 1 

合計 23 8 18 



2.短期留学
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2.1 2021 年度夏季オンライン海外短期研修 

海外協定校が提供する海外短期研修の実施前と実施後に、学内研修を実施した。詳

細は以下の通りです。 

【事前研修】 

2021 年 6 月 29 日 全体オリエンテーション 

2021 年 7 月 21 日 第 1 回事前研修 目標設定 

2021 年 7 月 27 日 第 2 回事前研修 異文化理解 

【事後研修】 

2021 年 10 月 6 日 振り返り・報告書作成・アンケート回答 

2021 年 10 月 6 日以降 Moodle 上での成果報告会 

1. カルフォルニア大学デービス校オンライン海外短期プログラム

■プログラムスケジュール

2021 年 7 月 31 日 カルフォルニア大学デービス校藤田斉之先生による事前講義 

2021 年 8 月 6 日～9 月 3 日 プログラム実施 

■内容：

Global Awareness and Intercultural Communication Seminar 

多文化共生社会において、グローバル市民としての意識を醸成し、コミュニケーション

能力を高めるための課題解決型プログラム。 

Interdisciplinary STEM Seminar 

国際社会において科学技術分野で円滑にコミュニケーションできる知識と英語力を涵

養することを目的とした、課題解決型のプログラム。 

■本学からの参加者：3 名

2. マギル大学海外短期プログラム

■プログラム実施期間 2021 年 8 月 9 日～27 日

■内容：英語によるコミュニケーションスキル（スピーキング・リスニング力）

向上を目指す、発音クリニック、マギル大学学生の会話パートナーとの練習や課外活

動 

■本学からの参加者：5 名 
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3. ロンドン大学 SOAS 海外短期プログラム

■スケジュール及びプログラム名

2021 年 8 月 2 日～20 日   International Relations 

2021 年 8 月 23 日～9 月 10 日   Environment, Development and. Changing. World 

Views 

■本学からの参加者：1 名

4. チェンマイ大学オンライン海外短期プログラム

■スケジュールおよびプログラム名

2021 年 8 月 30 日～9 月 3 日 英語研修＋SDG’s for Beginners course 

2021年 9月 13日～9月 24日 英語研修＋SDG’s 12 course(Responsible Consumption 

And Production) 

■内容：英語集中トレーニング（日常会話、スピーチ、発音、プレゼンテーション）

SDG’s 全般について学ぶまたは、SDGs10 Reduced Inequalities within and among 

countries について学ぶ、チェンマイ大学現地学生との交流 

■本学からの参加者：18 名（延人数）

5. 高麗大学海外プログラム

■プログラム実施期間 2021 年 6 月 28 日〜8 月５日

■内容： 社会学入門（言語：英語）

■本学からの参加者：1 名

6. 梨花女子大学校海外短期プログラム

■プログラム実施期間 2021 年 8 月 9 日～27 日

■内容：韓国語講座、韓国文化に関するイベント

■本学からの参加者：1 名 
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2021 年度夏季オンライン海外短期研修 
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参加したオンライン海外短期語学研修プログラムのよかった点 

 

【カルフォルニア大学デービス校】 

・プログラムがしっかりしていたこと 

・オンラインなので、比較的に安価で留学が出来たところ。時差を感じずに授業を受け

られたところ 

・参加している学生のレベルと参加意欲が非常に高かった 

・学生間、学生と教授間の相互的なコミュニケーションの機会が多く設けられた 

・授業内容が非常に学術的であり、また自己の考え方や行動についての内省を促す

ものが多かった 

・現地（アメリカ）の学生とのアクティビティが多かった 

 

【マギル大学】 

・自分の意見を求められる場がたくさんあったこと 

・英語コミュニケーションの基本（相槌の打ち方、自分の意見の述べ方、会話を広げる

ためにどのように質問に答えるべきかなど）から学べたこと 

・podcast や YouTube、発音が確認できるサイトなど、自分では見つけられないような役

立つ無料教材をたくさん紹介してくださったこと 

・カナダの文化や歴史、制度について日本と比較しながら学べたこと 

・限られた時間で、インプットした情報を自分の英語で説明する練習があったこと 

・一つ一つの課題へのフィードバックが充実していたこと 

・専攻の違う日本全国の学生と、英語で交流できたこと 

・現地学生の英語をたくさん聞くことができたこと 

・スピーキングが上達した 

・「多様性」について考える時に文化について考えることが多かったが、性別や体の多

様性の重要性にも気づかされた 

・ディスカッションやプレゼンの機会が多かったため、英語を話すことへのハードルが

下がった点 

・少人数だったため丁寧な指導をしてくださった点。また、オンラインであるため、自分

の日常を崩さずに参加できたのも良かった 

 

【ロンドン大学 SOAS】 

・ディスカッションやプレゼンテーションの機会が多く、自己開示する力を伸ばす取り組

みに積極的になれた点が良かったと思います。 
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【チェンマイ大学】 

・現地の学生と話す機会があった 

・SDGsのゴール 12という一つのトピックについて多角的な視点から授業が行われたた

め、このトピックに対する語彙数を増やすことや理解度を深めることができた点 

・オンラインなので、気軽に参加することができた。英語に自信はなかったものの、自

宅からのオンライン参加ということもありリラックスして研修を受けることができたため、普

段より積極的にディスカッションに参加しようとすることができた 

・学生はお互い英語が母国語ではないので、助け合って話している感じがあった 

・先生との距離が近い、雰囲気が明るい 

・人数が少なく、先生方が私達の様子を見ながら話してくださった 

・少人数なので話す機会が多かった 

・様々な子に刺激を受けながら、2 週間の間で成長できた 

・タイ、アメリカ、ヨーロッパと、違う地域の英語を聞くことができた 

・授業で学んだことについて、皆でディスカッションをする時間が十分に設けられてい

た点 

・授業では、SDG's の各ゴールについて一つひとつ、ではなく、生態系や環境、社会

などのグループに分けて、つながりを示しながら授業をしてくださったので、17 個のゴ

ールは全てがつながっていて、だからこそ地球に住む私たち全員が協力して解決して

いかなければならないな、と気付かされました。また、授業をしてくださった先生方全員

が熱意溢れる先生方だったので、自分の行動を変えてみる勇気をもらえました。グロ

ーバルカフェでタイ人の子たちとも知り合うことができて、異文化を知る楽しさをまた感

じることができました 

・SDGs について理解を深め、達成のために自分ができることがたくさんあることを学べ

たことや、異文化理解を知識ではなく経験を通して自分なりに考え実行できたことが大

きな収穫だと感じています。また、海外の大学の授業を受けることは初めてであったた

め、ついていけるか不安を感じていましたが、スケジュール的に準備ができたこと、ま

た先生方が非常に親切であったことから、問題なく授業に参加することができました。

参加前は英語で学ぶことに対して、英語が上達すると良いな、という気持ちが大きくあ

りましたが、参加してみると、英語の上達というより、学びに関心が移っていることを感じ

ました。自分の中で英語で発言する、コミュニケーションをとることのハードルが非常に

下がったのだと思います。そして何より楽しかったので、参加して良かったと思ってい

ます 

 

【高麗大学校】 

・初歩的な社会学の授業を受講したため、様々な専攻の学生と意見を共有し合うこと
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ができた点。また、小規模な授業であったため積極的に発言しやすかった点 

 

【梨花女子大学校】 

・言語学習が週５日、３週間集中的に行われたこと。英語・日本語の講義を通して、韓国
文化・社会について知れたこと。韓国ポップカルチャー関連のプログラム（KPOP ダンス）
が含まれていたこと 
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2.2 2021 年度春季オンライン海外短期研修 

 

 

海外協定校が提供する海外短期研修の実施前と実施後に、学内研修を実施した。詳

細は以下の通りです。 

 

 

【事前研修】  

2021 年 6 月 29 日 全体オリエンテーション 

2021 年 12 月 21 日 第 1 回事前研修 目標設定 

2022 年 1 月 12 日        第 2 回事前研修 異文化理解 

 

【事後研修】 

2022 年 3 月 30 日 振り返り・報告書作成・アンケート回答 

2022 年 4 月 1 日以降 Moodle 上での成果報告会 

 

1. カルフォルニア大学デービス校オンライン海外短期プログラム 

■プログラムスケジュール 

2022 年 2 月 18 日～3 月 18 日 プログラム実施 

■内容： 

Global Awareness and Intercultural Communication Seminar 

多文化共生社会において、グローバル市民としての意識を醸成し、コミュニケーション

能力を高めるための課題解決型プログラム。 

Interdisciplinary STEM Seminar 

国際社会において科学技術分野で円滑にコミュニケーションできる知識と英語力を涵

養することを目的とした、課題解決型のプログラム。 

■本学からの参加者：3 名 

 

2. マギル大学海外短期プログラム 

■プログラム実施期間 2021 年 8 月 9 日～27 日 

■内容：英語によるコミュニケーションスキル（スピーキング・リスニング力） 

向上を目指す、発音クリニック、マギル大学学生の会話パートナーとの練習や課外活

動 

■本学からの参加者：5 名 
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3. チェンマイ大学オンライン海外短期プログラム 

■スケジュールおよびプログラム名 

2022 年 3 月 14 日～3 月 25 日 英語研修＋SDG’s 4 course(for Quality Education) 

■内容：英語集中トレーニング（日常会話、スピーチ、発音、プレゼンテーション）SDGs 

4 Quality Education s について学ぶ、チェンマイ大学現地学生との交流 

■本学からの参加者：9 名 

 

5. トムスク国立教育大学海外短期プログラム 

■プログラム実施期間 2022 年 2 月 18 日～3 月 5 日 

■内容：ロシア語講座、ロシア文化に関するワークショップ及びセミナー、トムスク国立

教育大学学生との交流 

■本学からの参加者：3 名 

 

6. ウィーン工科大学主催 International Student Seminar 

■セミナースケジュール：2021 年 9 月 6 日～17 日 

■内容：日本とオーストリアの状況を比較する講義やワークショップをウィーン工科大

学及び佐賀大学の教員からワークショップを受講し、現地学生と「オーストリアと日本の

古い町並みの保存方法について」多角的に比較し、探究し、提案していくグループ活

動 

■本学からの参加者：7 名 
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2021 年度春季オンライン海外短期研修 
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参加したオンライン海外短期語学研修プログラムのよかった点 

 

 

【カルフォルニア大学デービス校】 

・講師の方が丁寧に質問に答えてくださった。（授業中）発言する機会、話し合いをす

る機会が十分に設けられていた。 

・発音を講師の方に聞いてもらえるので自分の間違いに気が付ける。zoom レコーディ

ングが見られるので難しかったことでも後から復習ができる。 

・英語を話す機会が多くあった。現地学生との交流で、英語での会話をリラックスして

楽しむことができた点も良かった。現地学生は皆とても気さくで話しやすかった。 

・こまめにブレイクアウトルームが開かれ、個人の意見を多く聞けた。一人一人に注目

してくれる雰囲気だったので、話したいことがなかなか、伝わらなくて時間がかかってし

まっても最後まで伝えきることが出来た。 

・将来について考えることができた。 

 

【マギル大学】 

・モントリオールの食文化やカナダの自然など理解しやすい内容を通して、積極的に

発言することで英語力の向上を図れた点。 

・他の参加者の学習意識が高く、例え日本人同士でも常に英語で会話できたこと。 

・先生方が優しく、できないことではなくできることにフォーカスしてくださったこと。間違

えても大丈夫、積極的に英語を使おう、という空気があったこと。 

・なかなか学べない英語特有の発音の仕方について学べたこと。 

・さまざまな大学に通う日本の学生に加え、中国の学生もいたため、プレゼンなどで協

働する力がついたこと。 

・参加している生徒も積極的で、ブレイクアウトルームやるべきことが終わった後にも、

それに関係する話をするなど、プログラムに参加している生徒自身が、積極的だった

ため、こちらもためらわずに積極的になりやすかった。 

・先生たちの話す英語はとても聞き取りやすく、易しい言葉を使ってくれていたので、

理解できず困るということがなかった。先生の言うことが理解できると、自信にもつなが

り、また、表現をまねして使うようになれるだけの期間があるため、とてもよかった。先生

も、週末に積極的に英語に触れることを勧めていたため、週末だからと言って、普段通

りとはならず、楽しく過ごせた。 

・マギル大学の学生とのグループで話したりゲームをする時間では、2 週間以上同じメ

ンバーだったため、お互いを知るだけでなく、会話が広がって、互いの文化を教えあっ

たり、自然に相槌の仕方を学んだりできて、とても有意義だった。 



28 
 
 

・授業以外でも現地の学生やホストファミリー、受講生と交流する機会が十分にあった

点。 

・端的に述べると、このプログラム自体が充実しており、大変良かったと 

感じております。 

 

【チェンマイ大学】 

・日本で現在学んでいる教育について英語で、また他の国の人から学べた。 

・講義とディスカッションの 2 つの授業があったので、理解することと発信することの両

方が鍛えられた。また、先生がとても優しくてフレンドリーで、やる気が出た。発言する

ことが怖くなかった。 

・海外の先生とも生徒ともたくさんコミュニケーションがとれた点はよかった。 

・受講人数が 8 人程度で、少なすぎず多過ぎず、発言しやすい雰囲気であったこと、

lecturer の指示がわかりやすかったことはよかった。 

・先生が丁寧。資料を事前にくださり、録画も送ってくださったので、理解できない点が

あったときや最終課題に取り組みたい際に復習できとても助かった。こちらがうまく話

せなくても待ってくださり、言い換えや助言をしてくださるので安心して発言できた。 

・お茶大生だけでの授業だったので、とても話しやすかったです。一緒に参加したお

茶大生たちの語学力・伝える力の高さを見て、自分の英語学習へのモチベーションが

上がりましたし、失敗を恐れず、積極的に意見を発することができました。チェンマイ大

学の先生方も、課題や授業内容への質問に非常に親切に対応してくださり、講義や

ディスカッションに楽しく、かつ集中して取り組むことができました。 

 

【トムスク国立教育大学】 

・人数が少ないこともあり一人一人をよく気にかけてくださり、それぞれの発音等も細か

く見てくださったので、ロシア語の学習を安心して行うことができたことがとても良かった

と思います。 

 

・参加ハードルが高すぎない。 

 

・繰り返し声に出して確認するのでかなり言語が身につきやすい。 

 

・授業自体は英語で行われるので、英語の聴き取りにも強くなる。 
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2021 年度オンライン海外短期研修実践 

 

■夏季（2021 年 6 月～9 月） 

■春季（2022 年 2 月～3 月） 



3.説明会

31



32 
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3.1 2021 年度オンライン留学説明会 

開催日時：2021 年 4 月 5 日（月）

16:00-17:00 

参加者数：118 名 

開催方法：Zoom 

概要： 

＊本学の留学について 

＊留学するための条件 

＊留学の時期 

＊奨学金の種類 

＊お茶大のサマープログラムについて 

新型コロナウイルス拡大を受けて渡航が制限される中、国内にいながら如何に国際交

流や英語での学びを深めることができるかについて説明した。また、新 1 年生向けに

コロナ以前に本学で行っていた留学プログラムについて説明をし、今後渡航ができる

ようになったら、どのような準備が必要か、どのような大学に留学できるのかについて説

明をした。本学主催のサマープログラムについては、英語で何かを学ぶ機会、海外留

学生とオンラインで交流する機会として紹介した。 

以下、学生のアンケートより 

回答者 96 名 
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学生からの声（一部抜粋） 

・英語圏以外も留学できるということを詳しく知ることができた。長期と短期の長所短所

を認識できた。 

・説明はとても分かりやすく、聞けて良かったが、少し駆け足でついていくのが大変だ

ったから。あと、ピンロンッ！ていう音が説明を聞いていて気になった。 

・様々な留学の形や奨学金などのサポートについて丁寧に説明してくださったので、

初めて挑戦する留学というものへの不安が少し解消されました。 

・国際交流のプログラムの内容についてだけでなくどのような予定でプログラムが実行

されて行くかまで詳しく説明してくれた。 

・留学についてよくわからないと思っていた点を丁寧に説明していただけた。
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3.2 理系学生向け留学説明会 

 

 

開催日時：2021 年 4 月 8 日（木）12:00-13:00 

参加者数：13 名 

開催方法：Zoom 

 

概要： 

＊理系学生のための留学とは？ 

＊理系学生が留学に期待できることとは？ 

＊どのタイミングで留学ができるのか？ 

＊オンライン留学を体験してみよう！ 

 

語学研修や文系学生の留学プログラムが中心となりがちな留学説明会が多く開催さ

れるため、理系学生向けの留学説明会を開催した。理系学生の留学に対する関心が

高まっていることもあり、理系学生向けの短期研修がアメリカを中心に企画されている

ことを説明した。 

 

以下、学生のアンケートより 

回答者 4 名 
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学生からの声（一部抜粋） 

・情報がたくさんもらえたから、よかった。 

・理系学生に特化した説明を聞く事ができたから、よかった。 

・説明会を聞いて、プログラムに参加したいか決められた。 
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3.3 2021 年度夏季オンライン海外短期研修説明会 

 

 

今年度も、新型コロナ感染症流行により、渡航を伴う短期海外研修は見送りとなりまし

た。昨年度同様オンラインによる「海外協定校主催海外短期プログラム」の参加者募

集のため、オンライン説明会を以下日程で実施し、延べ 64 名の参加者でした。 

 

■日時 

第１回 2021 年 4 月 27 日（火）12:20－13:10 

第２回 2021 年 5 月 24 日（月）12:20－13:10  

 

■説明会の内容 

1. オンライン留学で実現できること 

2. 21 年度夏季開催プログラム 

3. 申込と今後の流れ 

4. 成功のポイント 
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3.4 ウィーン工科大学主催セミナーの説明会 

 

 

ウィーン工科大学と佐賀大学が主催する国際学生セミナー（実施期間：9 月 6 日（月）

～17 日（金））の参加者募集のため、説明会を以下日程で実施し、30 名の参加者でし

た。 

 

■日時 2021 年 6 月 7 日（月）12:20－13:10 

 

■説明会の内容 

• セミナー概要と目的 

• 参加の条件 

• Important dates 

• セミナーのポイント 

• 申込方法 
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3.5 交換留学説明会 

 

 

本学が海外協定校との学生交流の協定に基づいて実施する交換留学プログラムに関

する説明会を実施した。毎年、交換留学の説明会は、夏休み前に一度、そして公募

開始後に一度行う。今回は夏休み前の説明会として実施した。詳細は以下のとおりで

ある。 

 

 

実施日：2021 年 6 月 16 日（水）12:20-13:10 

 

参加者数：45 名 

 

実施方法：オンライン（Zoom） 

 

概要 

コロナ禍ということもあり、派遣の見通しがつかない中、どのようなことに注意して交換

留学の準備を進めていくべきかについて話した。また、交換留学申請のために夏休み

にやっておいた方が良いことなどについてもアドバイスをした。第一希望の大学に行け

ない理由として最も多いのは語学力不足ということもあり、必要とされる語学力を夏休

み中に集中して学ぶ重要性について説いた。学生からは事前に質問を集めており、

その質問に答える形で質疑応答の時間をとった。質問の多くは、コロナ禍の留学はオ

ンラインのみなのか、留学に必要な資格等に関するものが多かった。 
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3.6 グローバルキャリア準備研修説明会 

海外渡航が制限されている現在、国際舞台で働くこと、活躍することを意識してもらう

ためのオンライン海外研修を留学ソムリエ大川氏と SKYUS 社と企画し、説明会を以下

の日程で実施し、オンデマンド配信を中心に参加者募集をしました。 

■日時 2022 年 12 月 22 日（水）12:20－13:10

■説明会の内容

・アフターコロナのグローバルキャリアとは

・グローバルキャリア事前研修

・海外インターンシップ
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3.7 2021 年度春季オンライン海外短期研修説明会 

 

 

21 年度春季においても、新型コロナ感染症流行により、渡航を伴う短期海外研修は

見送りとなりました。「海外協定校主催海外短期プログラム」の参加者募集のため、オ

ンライン説明会を以下日程で実施しました。本説明会では、本学の海外渡航方針を改

めて説明するとともに、オンライン留学を具体的にイメージできるように、2021 年度夏

季オンライン経験者に体験談を話してもらいました。延べ 64 名の参加者でした。 

 

■日時 2021 年 11 月 10 日（水）12:20－13:10 

2021 年 11 月 17 日（水）12:20－13:10 

 

■説明会の内容 

本学の新型コロナウイルス感染症流行下における海外留学渡航方針について  

1. オンライン留学について 

2. 経験者からのお話 

3. 21 年度春季開催プログラ 

4. 申込と今後の流れ 

（奨学金） 

5. 成功のポイント 

 

 

 

  



4.座談会
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4.1 留学・国際交流経験者による座談会 

本学では、留学経験や国際交流イベントに参加した学生からの生の声を在校生に届

ける目的で座談会を実施している。コロナ禍ということもあり、今回は二度の座談会を

オンラインで行った。在校生には、今後参加したいと思う留学プログラムや国際交流イ

ベントを経験したお茶大生による座談会に案内し、直接発表を聞いて、質問などがし

やすい環境を作った。 

実施日：2021 年 4 月 7 日（水）および 12 日（月）12:20-13:10 

参加者数：計 46 名 

実施方法：オンライン（Zoom） 

概要 

コロナ禍においても本学が実施する様々な国際交流の形を在校生に紹介する目的で

実施された座談会は、留学・オンライン短期研修、サマープログラムの二つに分けて

行った。座談会に協力した経験者の学生は、あらかじめ準備した発表を行い、その発

表を聞いた在校生から適宜質問を受け付ける形式で行った。教員はなるべく介入せ

ず、学生同士のやり取りを重視して、行ったということもあり、在校生から多くの質問が

出た。オンラインでも国際交流が可能なのか、通常の授業との両立は難しくないのか

などの具体的な質問も出た。 
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5.留学フェア
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5.1 2022 年度交換留学説明会 

◆開催日時：2021年10月6日（水）

12:20-13:10 

◆参加者数：58 名

◆概要：

交換留学とは 

期間は？条件は？ 

どのような準備が必要なのか？ 

申請はどのようにするのか？ 

奨学金について 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で規制されていた海外渡航でしたが、2021 年 8

月に文部科学省の留学派遣規制の緩和によって、本学の海外留学派遣方針が見直

され、3 か月以上の留学プログラムへの参加であれば、所定の手続きを踏まえたうえで

渡航ができるようになりました。この海外渡航方針の見直しを受け、2022 年度秋に派

遣予定の交換留学について説明会を行いました。2022 年度交換留学プログラムの申

請は 2021 年 10 月 22 日に締め切りを設けており、申請準備に役立つ情報に焦点をあ

てて、国際課にも奨学金や具体的な申請方法について説明をしてもらいました。当日

58 名の学生が参加し、質疑応答時間には質問も出て、98.1％の学生が説明会に出て

満足したとアンケートに答えました。 

（参加者感想） 

・留学を思い立ってから、どのようにその留学を実現させられるかの一連の流れが、と

てもよくわかった。 

・交換留学の特徴やメリット、デメリットがよく分かった。

・申請に関する手続きの方法を具体的にイメージできた。
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5.2 保護者向けオンラインお茶の水女子大学の海外留学制度説明会 

◆開催日時：2021 年 10 月 9 日（土） 13:30～15:00

◆視聴アカウント数：43 名（内、保護者名登録数 33）

【スケジュール】 

1.国際教育センター長挨拶（国際教育センター長 森山新）

2.本学でできる留学について（国際教育センター兼 IGL 講師 松田デレク）

3.留学のための奨学金について（国際課係長 佐々木清和）

4.コロナ禍における本学の方針について(国際課長 土光律子）

5.留学の際の危機管理について（日本エマージェンシーアシスタンス株式会社 営業

部部長代理 齋藤進様） 

6.外国語学習について（外国語教育センター長 山腰京子）

7.質疑応答

8.留学月間中のイベント紹介

保護者向け留学説明会は、2019 年度に初めて、入学式の後に新入生の保護者を対

象に、国際交流留学生プラザにて国際課及び国際教育センター共催のもと実施致し

ました。2020 年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、対面式の入学式も中止と

なり、保護者向け留学説明会の実施も見送られましたが、2021 年度はオンラインで開

催を致しました。より多くの保護者の方に参加して頂けるように開催日を土曜日に設定

しました。また、本学の留学制度だけでなく、コロナ禍における留学に焦点をおき、日

本エマージェンシーアシスタンス株式会社に危機管理について、本学の渡航方針に

ついては国際課からご説明頂きました。更に、留学希望者にとって非常に関心の高い

外国語学習については、外国語教育センター長からご説明を頂きました。最後の質疑

応答では、今後の短期留学実施の可能性、交換留学中の滞在費、学部 3 年次から留

学した場合の就職活動について、外国語教育センターの対面対応再開の可能性など

の質問が寄せられ、コロナ禍においても留学への関心の高さが伺えました。 
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5.3 国際教育センター主催オンライン公開講演会 

◆実施日時：2021年10月11日（月）12:00-13:30

◆参加者数：54 名

◆テーマ：コロナ禍が提起した教育の多様化の

必然性とグローバル時代に必要な資質 

◆講師：カリフォルニア大学デービス校国際教育

センター

    新規アカデミック構想担当 兼 アカデミック

準備プログラム責任者（ディレクター）藤田斉之氏 

◆講演概要：現代の教育のあり方、今後の AI 社

会における学位の位置づけと生涯教育の必然

性、そして、日本人としてグローバル社会で生き

るために必要な資質とマインドセットを通して自分

のための人生を設計するための指針を示唆する 

国際教育センター派遣部門による初めて公開講演会を開催しました。新型コロナウ

イルス感染拡大の影響でオンラインによる国際プログラムが盛んになる中、留学の代

替としてオンライン国際プログラムをとらえるのではなく、新たな枠組みでポストコロナ

の世界でもオンラインによる国際プログラムが重要になってくることが示唆される講演

会となりました。 

 本講演会は Collaborative Online International Learning (COIL)事業の一環として位

置づけられ、本学の学生、教職員だけでなく COIL 国内協定校である上智大学及び

静岡県立大学にも周知し、当日は両大学からも教職員と学生の参加がありました。
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5.4 留学派遣現地リポート 

 10 月 12 日、13 日、19 日、及び 20 日の合計 4 回にわたり、現在、海外派遣留学中

の学生にインタビューを交えながら現地の様子をライブ配信（Zoom）しました。参加者

は、延べ 65 名でした。 

インタビューでは、コロナ禍における影響について（コ

ロナ禍で留学をするのに苦労した点や現地に着いてか

らどのような制限があるか？）や現地や学生の様子など

について聞くことができました。また、質疑応答では、

「現地の治安」「かかりつけのクリニック」「現地でかかる実

際の費用」など現地の様子を具体的に尋ねたり、「どの

ように留学先を選んだのか」「学内選考で気を付けたこと

はあったか」など、長期交換留学申請を見据えた質問も

ありました。 

 実施日時及び登壇者詳細は以下の通りです。 

【欧州編】 

実施日：10 月 12 日（火）及び 19 日（火）両日共に 18：00-18：30（JST） 

リポーター：ウィーン工科大学（人間文化創成科学理学専攻 小川公子）

マンチェスター大学（文教育学部 3 年 木村こころ）

コペンハーゲン大学（生活科学部 3 年 小山愛理）

【米国編】 

実施日：10 月 13 日（水）及び 20 日（水）両日共に 8：00-8：30（JST） 

リポーター：ヴァッサー大学（文教育学部 3 年 三瓶秀美）

ヴァッサー大学(生活科学部 3 年 青木安彌） 

ノースイースタンイリノイ大学（文教育学部 2 年 濱咲紀帆）
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5.5 留学に関する相談会 

コロナ禍において気軽に留学相談のできない状況が続きましたが、バーチャルな空

間の中で学生が必要とする情報を入手しやすいように、さまざまな部署や経験を持っ

た学生、教職員をお招きして、留学相談会を開くことの意義が今回の留学促進月間を

通して再確認することができました。今回の初の試みであったバーチャルな留学相談

会でしたが、今後はより工夫し、より多くの学生に参加してもらえるようにして参ります。 

教職員による留学相談会 

◆開催日時：2021 年 10 月 13 日（水）12:20-13:10

◆参加者数：9 名

◆概要：お茶大生の留学に関する悩みを分野別にそれぞれを担当する教職員によっ

て答える形式としました。「対面であればそれぞれのブースにきてお話を聞く」というイ

メージでブレイクアウトルームをつくり、参加学生は自由にブレイクアウトルームを行き

来できるようにしました。ブレイクアウトルーム詳細は以下の通りです。 

①奨学金・交換留学申請（国際課職員２名）

②語学スキルアップ（留学経験のある外国語教育センターTA２名）

③留学全般（国際教育センター講師）

留学経験者による相談会 

◆開催日時：2021 年 10 月 20 日（水）12:20-13:10

◆参加者：９名

◆概要：留学を英国、そしてノルウェーで経験をした学生による相談会を行いました。

具体的には留学経験者が自身の留学経験を写真などを用いて説明をしました。その

後、具体的な手続きなどを詳細に説明をした後、質疑応答の時間を設け、留学を考え

ている学生の質問に真摯に答えました。交換留学プログラム申請間近ということもあり、

申請書の具体的な書き方などに関する質問も出ました。 
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6.国際交流

イベント
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6.1 2021 年度 6 月オンライン国際交流会 

昨年度 10 月から開催している世界女子大学によるオンライン国際交流会の主催校で

あるセントメアリーズ大学から本学に次の主催校にと打診され、学生主体の企画である

ことからこれまでに全回に参加している文教育学部の小野日菜子さんと生活科学部の

青木安彌さんが学生リーダーとしてイベントの準備、運営を行なった。 

詳細は以下の通りである。  

◆テーマ：「女子大学は必要なのか。」

◆日程：2021 年 6 月 12 日（土）23:00-25:00

◆参加大学（参加人数）：

Brescia University College （カナダ）3 名  

Collegio Nuovo（イタリア）8 名  

Ewha Womans University（韓国）7 名  

Jissen Women's University（日本）2 名  

Ochanomizu University（日本）7 名  

Royal University for Women（バーレーン）5 名  

Saint Mary's College（米国）3 名  

Shandong Women's University（中国）9 名  

Universidad Femenina del Sagrado Corazon（ペルー）5 名 

*アルファベット順

当日のイベントに向けて以下の準備を行なった。 

5 月初旬    参加校の募集 

5 月 25 日   参加者の推薦締切 

6 月 3 日    山東女子大学の機器の確認 

6 月 4 日    日本人学生向けのオンライン説明会（実践女子大学、本学） 

6 月 5 日    各大学のリーダー事前ミーティング 

6 月 10 日   運営チーム最終打合せ 

当日のスケジュール（6 月 12 日（土））  

22:00  運営チーム事前確認ミーティング 

23:00  開会式の挨拶  

23:05  各チームでのディスカッション  
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24:10  各グループによる発表  

24:40  当日参加教員によるフィードバック 

25:00  閉会式の挨拶  



7.発行物の

紹介
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1. 2020 年度オンライン春季短期研修報告書：2021 年 9 月発行

2. 2021 年度オンライン夏季短期研修報告書：2022 年 1 月発行

3. 留学ガイド：2021 年 10 月発行

※ｺﾛﾅ禍の影響で 2020 年度交換留学派遣はできかった。
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8.個別相談及

びML登録統計
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8.1 個別相談 

【2021 年度個別相談について】 
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個別相談内容（一部紹介） 

・2 年生から留学しようと思ったら 1 年から何をすればいいのか。

・4 年で卒業するために、カリキュラム上とっておいた方がいい単位/授業はあるのか。

・トビタテの奨学金を利用したいと考えているのでそのことについても相談したいです。

・卒業は四年でしたいと考えているが、可能なのか。また、単位互換について詳しく知り

たい。

・SAF の留学にも興味を持ったので、詳しくお話を聞きたいと思っております。

・実際に教員免許取得を目指しながらも留学し、4 年間で卒業した人がいれば、その人

の体験談なども知りたい。

・GPA はどのくらいなくては実際希望の大学に行けないのか。

・現地の大学で履修する授業の選択について。

・専攻している分野を留学先で勉強せず、全く関係ない分野について学ぶという選択肢

はあるのか。

・なるべく休学をせずに大学院在学中に留学したいのですが、どのタイミングでするのが

良いか、教えていただきたいです。また、留学中に就職活動することはできるのか、方法

を教えていただきたいです。

・アジア圏内での留学を希望しており TOEFL や IELTS の資格取得をしておらず、提出

できるスコアがありません。もしスコアを求められた場合、提出を遅らせることが可能かど

うかもご相談させていただきたいです。

・第一志望の留学条件の語学テストのスコアが１２月中に達成できなかった場合、第二

志望の大学のスコアを満たしていれば第二志望の大学に志願できるのですか。

・英語力がまだ到達していない大学への申請についての相談。

・学費は何 quarter 分払う必要があるのか。その他の費用（生活費、寮費）はどれくらい

で、留学する際に合計の費用はいくらくらいになるのか。

・来年の留学の申し込みの締め切りまで、1 週間ほどしかありませんが、なんとか今から

間に合わせる方法はないものか。

・語学力や留学期間についても相談させていただきたいです。

・留学先、コロナ、医療機関のこと。

・教職課程をとる場合でも留年せずに長期留学することはできますか。
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8.2 ML 登録 

【2021 年度 ML 登録者: 35 名】 
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9. ＮＡＦＳＡイベント参加

2021 年 6 月 1 日〜4 日まで米国 NAFSA の年次大会がオンラインで開催された。国際

教育センター松田講師はさまざまなセッションと海外大学との打ち合わせを行なった。

詳細は以下の通りである。  

＜参加セッション＞  

Lessons from COVID-19: Hybrid Approaches for More Effective Predeparture 

Orientation  

留学出発前のオリエンテーション（PDO）についてコロナ禍において対面でのオリエン

ができずハイブリッドな方法で様々な取り組みが紹介された。その中では、非同期型

のオリエン配信も紹介されたが、既存のフェイスブックでの学生同士のコミュニティ構

築や同窓会との協力についても紹介された。  

Internationalization Without International Travel 

コロナ禍において国際化は分野によっては明らかに促進された。しかし、コロナ禍で学

んだこととして、オンライン教育というのは対面で施す教育の代替措置として扱うので

はなく、ポストコロナでも取り入れることが可能な学習方法であるということである。また、

対面での教育の代わりというのは不可能であり、対面型の学習法に代わるものとしてオ

ンライン教育を考えるのは得策ではない。また、オンライン教育というのは簡単にアク

セスできる一方で、正式な科目として登録をする際には国際部門や関心のある教員の

みが関連するのではなく、大学の学務課など、様々な部署がかかわる必要があるのが

難点である。  

Poster Fair Roundtable: Intercultural Initiatives for Campus and Community  

本学も参加する Global Intercultural Dialogues の紹介も含む、さまざまなオンライン国

際交流に関する実践について紹介された。コロナ禍において将来的な留学や視野を

広げる取り組みとして、今行っているオンライン交流会は非常に重要であることがさま

ざまな事例からみえた。  

International Higher Education for Creating Shared Trust for a Shared Future  

本セッションでは、日本政府の高等教育政策を通じて、国際的な高等教育が、共通の

未来のために、国際交流における共通の信頼をどのように生み出すことができるかに

ついて、国際担当者が議論した。南山大学の「Project-Based Learning-Collaborative 
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Online International Learning」の事例を紹介され、文部科学省の取り組みや今後のオ

ンライン国際教育への期待が話し合われた。

＜海外大学との打ち合わせ＞ 

フランス

Université Bourgogne Franche-Comté (UBFC) 

大学院レベルの交換留学を目的とした協定の提案があった。英語で開講されている

分野は理系が多いが、文系のものもある。今後は仏文コースの小松祐子先生に本大

学について伺い、具体的な協定締結のための手順を踏まえていく。  

スペイン

Fundación Ortega-Marañón in Spain 

トレドに位置する財団が米国シカゴ大学、ミネソタ大学などランキングの上位ランキング

インしている大学も含めたスペイン語プログラムの提供している。本学学生へのあらゆ

るスペイン語のレベル授業を提供し、カスティーリャ＝ラ・マンチャ大学の授業が受けら

れるプログラムも保有している。また、インターンシップの機会もあり、学生にスペインを

よりよく知ってもらうプログラムを展開している。  

英国  

＜イーストアングリア大学＞  

既に協定を締結している英国イーストアングリアの留学担当者との打ち合わせを持っ

た。 

打ち合わせでは、具体的な交換留学のための手続きや学生のための説明会の機会

を作っていきたいなどの交換留学に向けた具体的な話が進められた。  

米国  

＜デラウエア大学＞ 

本学との協定締結を希望しているが、NAFSA での打ち合わせがかなわず、6 月 17 日

に打ち合わせの時間を設けることとした。  

以上 



10.協定校締結
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2021年度に協定締結した大学 

大学名 国・地域名 締結日 

シドニー工科大学 オーストラリア 2021.04.07 

ノースイースタンイリノイ大学 アメリカ 2021.04.28 

プラハ芸術アカデミー チェコ 2021.06.24 

インドネシア大学 インドネシア 2021.08.26 

東海大学 台湾 2021.12.30 

ブレシア大学 カナダ 2022.01.11 

セントラル・ランクシャー大学 イギリス 2022.02.08 
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11.最後に
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最後に 

国際教育センター 講師 松田デレク 

2021 年度の始まりは 2020 年度に引き続き、コロナ禍ということもあり、国際交流の促進を如

何にしていくのかという課題に直面しながら、2020 年度にある程度蓄積してきたオンライン交

流やオンライン短期研修の実施に向けた準備をしてまいりました。国際交流を行っていく中で

オンラインによって実施する上で課題が目立った一方で、予想しなかった利点なども見えてき

ました。オンラインという環境下で通常行なっている授業の中に、海外大学とのオンライン交流

を導入することで海外の学生との意見交換や異なった視点からの学びを得ることができたた

め、ポストコロナにおいても活用できるノウハウを培ってきました。そのような中で、海外では行

動制限が緩和され、EU 内であれば留学も再開され始めたというニュースを聞いて、多くの学

生が期待に満ち始めました。しかし、島国である日本の水際対策は簡単には緩和されず、世

界から取り残されてしまったという感覚に陥りました。しかし、7 月ごろに長期留学の学生の渡

航が認められ、留学を諦めていた学生もいた中、通常３ヶ月ほどかかる手続きを１ヶ月ほどで

成し遂げた学生たちは 8 月から徐々に海外に飛び立ちました。その時の記憶が残っていない

ほど、あっという間のことでした。コロナ禍の留学は一筋縄ではいかず、入国審査や検疫、各

大学のコロナ対策などに対応した準備をしなければならず、非常に苦労をした学生もいまし

た。しかし、その苦労が報われ、現地では非常に有意義な生活ができたと報告を受けておりま

す。また、日本と海外の新型コロナウイルスに対する考え方の違いや各国の対応も大きく異な

ったことから、非常に重要な学びにつながったとも話してくれる学生もいます。協定校の皆さま

のおかげで本学学生は大きな病気にかからず、2022 年 9 月に最後の１名が無事に帰ってき

てくれました。留学の担当教員として、これほどまでに学生が海外へ渡航をし、無事に帰って

きてくれるありがたみをパンデミックで改めて感じました。 

2021 年度は特に本学学生が行きたいと思う英語圏への留学ができるようにより多くの大学と

協定締結をしました。コロナ禍で海外に行けない中、これほど多くの大学と協定が締結できた

のは本学の執行部のリーダーシップ及び国際的に活躍されている本学教員のおかげだと思っ

ております。この場を借りて感謝の言葉をお伝えしたいと思っております。今後は、このような

新たなパートナー大学との交流も促進させ、量だけでなく質の高い交流ができるように取り組

む必要があると思います。継続的な対話を通じて協定校のニーズを常に把握し、なるべく応じ

られるようにしていくことも重要かと思います。お茶の水女子大学は、これまで、そしてこれから

も海外協定校との関係を大切にし、国際教育に寄与する取り組みを今後もしていくことを信じ

ております。 

2022 年 9 月吉日 
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